
○自己紹介
私は学生時代に鉛汚染土壌の環境修復について研

究をしていました。研究では土を常に扱っていたた
め土に関わる仕事がしたいと思い、土木の世界に足
を踏み入れました。
現在は建設コンサルタント会社に勤務し、漁港、

海岸施設の設計や機能保全計画の立案等を行ってい
ます。バックグラウンドが化学であったため、慣れ
ないことや今までの常識が通じず、戸惑うことも
多々ありますが上司や先輩に助けて頂きながら日々
業務に励んでおります。
○受験に至るまで
私が技術士という資格について知ったのは、就職

活動の時期でした。その際には土木業界にもいろい
ろな資格があるのだなというぼんやりとしたイメー
ジしか持っておりませんでした。入社してから技術
士の重要さと、取得の困難さを知りました。同時に
自分の未熟さも実感し、少しでも会社の役に立てる
ようになりたいと思い、受験を決めました。この他
に、同期に負けていられないという負けん気や、自
分の力量試しをしたいなどの考えもありました。ま
た、私は悠長に構えてしまう性格なので、申し込ん
でしまわないと先延ばしにしてしまうだろうと考
え、思い切って申し込むことにしました。
○受験体験記
受験を決めてすぐに行ったのは、合格した先輩に

勉強法を聞いたことです。先輩方は皆、「過去問題
の演習が重要だ」と答えてくださったので過去問を
解くことはすぐに始めました。問題集はなるべく解
答が詳しいものを選び、間違えた問題を重点的に反
復しながら、解ける問題を増やしていきました。

基礎科目はこの方法で解けるようになったもの
の、専門科目には過去問題の演習だけでは不安があ
りました。そのため、問題集とは別にキーワード集
を購入し、就寝前の時間などに眺めて、少しずつ重
要な部分を覚えていきました。
学生時代から家庭での演習が苦手だったため学習

は会社で行い、就業前や昼休みを活用して問題集を
解いていました。会社が気兼ねなく学習に取り組め
る環境だったことが、本当にありがたかったです。
試験当日はとにかく焦らないように注意しまし

た。特に専門科目は全問解答の必要がないため、解
き終わった後も何度も確認を行いました。私の場合
は 2回確認をしたところで、一問多く解答していた
ことに気付いたので、確認が重要であるということ
を強く実感しました。
○今後に向けて
現在はちょうど技術士へのスタートラインに立っ

たところだと思っています。技術士への道はまだま
だ険しいです。業務を通じ自分の至らなさは常々感
じております。実務経験も足りていないため、この
期間に上司、先輩のお力添えを頂きながら少しずつ
実力をつけていきたいと思います。また、資格を通
して新しいつながりもでき、自分の世界が広がって
いくことを実感しています。このようなつながりを
大切にして、少しでも早く技術士の資格を取得し、
今回助けていただいた方々に恩返しをしていきたい
です。
最後になりましたが、受験にあたってアドバイス

をいただいた方々、投稿の機会を与えてくださりま
した広報委員の皆様に、厚くお礼を申し上げます。
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